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須釜小「交通安全鼓笛パレード」より須釜小「交通安全鼓笛パレード」より

交通安全の願いを込めて！！
軽快なマーチを響かせながらの大行進♪
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平
成
23
年
度
の
行
政
区

長
と
各
種
団
体
等
の
代
表

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
区
長
会
が
４
月

６
日
、
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
石
森
村

長
か
ら
11
名
の
各
行
政
区

長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

区
長
会
長
に
飯
島
三
郎

さ
ん
（
南
須
釜
）
、
副
会

長
に
小
林
彦
次
さ
ん
（
竜

お願いします!!
行政区役員

区長:飯島三郎
消防分団長　
　飯島常巳

7 南須釜区 260戸

区長:須田福廣

関根良吉

瀬谷裕弥

消防分団長　
　草野康弘

副区長

青年団長

8 北須釜区 129戸

区長:塩澤良清

森　安隆

須釜信好

鈴木直樹消防分団長　
　矢吹春美

副区長

老人クラブ会長

青年会長

9 吉　区 67戸

区長:石森正国

矢吹義人

石森栄吉

石森優太消防分団長　
　石森博文

副区長

老人クラブ会長

青年団長

10 山小屋区 37戸

区長:榊枝定夫

野本政雪

関根正一

塩田孝典消防分団長　
　塩田豊勝

副区長

老人クラブ会長

青年団長

11 四辻新田区

○青井沢上組長

○青井沢下組長

○河　平　組長

太田　勝雄

馬上　久光

眞野目一久

７戸

８戸

９戸

45戸
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委嘱状の交付を受ける四辻新田区長 榊枝定夫さん

金子好美

圓谷房夫

石井伸樹

副区長

老人クラブ会長

青年会長
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崎
）
、
社
会
教
育
委
員
に

須
田
福
廣
さ
ん
（
北
須

釜
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
に
は
、
須
釜
信
好
さ
ん

（
吉
）
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
す
。

1年間よろしく
平成23年度

区長:白旗保雄

小原武夫

矢部玄信

消防分団長　
　小針金智

副区長

老人クラブ会長

1 川辺区 276戸

区長:眞弓　誠

眞弓好司

車田喜衛

消防分団長　
　眞弓重夫

副区長

老人クラブ会長

2 蒜生区 116戸

区長:藤田　守

溝井幸夫

溝井貞光

消防分団長　
　高原裕之

副区長

老人クラブ会長

3 小高区 281戸

区長:髙林　正

高林浅松

小針信一

消防分団長　
　小針信之

副区長

老人クラブ会長

4 中　区 171戸

区長:吉田　正

大竹正光

佐久間七郎

草野宣幸消防分団長　
　佐久間勝夫

副区長

老人クラブ会長

青年団長

5 岩法寺区 202戸

区長:小林彦次

小林伸一

小林近芳

消防分団長　
　三吉勝也

副区長

老人クラブ会長

6 竜崎区 180戸
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任
期
満
了
に
と
も
な
う
玉
川
村
長
選
挙

に
お
い
て
、
無
投
票
で
２
期
目
の
当
選
を

果
た
し
た
石
森
春
男
村
長
（
60
歳
）
は
、

５
月
２
日
に
玉
川
村
役
場
へ
初
登
庁
し
ま

し
た
。

　

役
場
正
面
玄
関
前
で
は
、
多
く
の
支
持

者
や
村
職
員
が
拍
手
で
出
迎
え
、
女
性
職

員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
村
長
就
任
式
が
行
わ
れ
、
草
野
副
村
長

か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
さ
ら
に
須
藤
村

議
会
議
長
か
ら
村
政
へ
の
期
待
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
石
森
村
長
が
出
席
し
た
職
員
を

前
に
、
「
村
職
員
と
し
て
の
使
命
感
を
持

ち
、
村
民
の
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

石
森
村
長
の
任
期
は
、
４
月
30
日
か
ら

の
４
年
間
で
す
。

  

村
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
多
く
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
暖

か
い
励
ま
し
に
よ
り
、
無
投
票
当
選
の
栄

に
浴
し
、
二
期
目
へ
の
就
任
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
す
と
と
も

に
、
改
め
て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
る
収
束
が
見
え
な
い

災
害
に
直
面
し
、
ま
さ
に
福
島
県
存
亡
の

女性職員から花束を受け取る石森村長（左）

職員を前に就任式で訓示

石
森
村
政　

２
期
目
ス
タ
ー
ト

新
た
な
使
命
感
と
責
任
感
を
胸
に
！

危
機
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
福

島
県
並
び
に
県
内
59
市
町
村
が
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、「
誠
実
」
・「
公
正
」
・「
公
平
」

を
基
本
理
念
に
５
つ
の
政
策
を
か
か
げ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
特
色
あ
る
教
育
の
振
興
に
よ
る

人
づ
く
り
、
豊
か
な
人
間
性
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
む
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す

が
、
人
づ
く
り
は
、
村
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
の
基
礎
で
あ
り
、
基
礎
学
力
の
向
上

や
教
育
施
設
の
充
実
な
ど
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
共
に
支
え
あ
い
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
の
充

実
と
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
よ

り
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気
に

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
快
適
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
基
盤
施
設
等
の
整
備
に
よ

る
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち
た

村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
、
農
業
・
工

業
・
商
業
の
調
和
の
取
れ
た
産
業
振
興
、

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
農
業
に

よ
る
所
得
の
向
上
並
び
に
就
業
の
場
の
確

保
は
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
、
元
気
な
村

づ
く
り
の
た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

５
つ
目
は
、
人
の
交
流
に
よ
り
、
人
と

地
域
が
輝
き
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対

応
で
き
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　

人
が
動
い
て
、
地
域
が
動
き
ま
す
、
そ

し
て
地
域
が
活
性
化
い
た
し
ま
す
、
地
域

づ
く
り
に
は
女
性
が
積
極
的
に
参
画
で
き

る
体
制
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

村
に
は
、
11
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
や
特
色
が
あ

り
、
課
題
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ん
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
を
図
り
、
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
に
行
政
推
進
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま

す
が
、
村
政
運
営
に
は
、
議
会
と
村
民
の

皆
様
方
の
信
頼
と
ご
協
力
が
何
よ
り
重
要

で
あ
り
、
村
民
が
中
心
の
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
て
、

汗
を
流
し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り

の
た
め
に
、
新
た
な
使
命
感
と
責
任
感
の

下
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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添田四郎氏と飯島三郎氏が無投票当選

▼
課
長
【
企
画
産
業
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
】　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木　

孝

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
【
地

域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
建
設
管

理
係
長
兼
下
水
道
係
長
】　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
井
浩
一

▼
主
任
主
査
兼
財
政
係
長
【
教

育
委
員
会
主
任
主
査
兼
学
校
教

育
係
長
兼
生
涯
学
習
係
長
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
車
田
ヨ
シ
子

▼
生
活
安
全
係
長
【
広
報
広
聴

係
長
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本　

敬

▼
主
査
【
地
域
整
備
課
主
査
】

　
　
　
　
　
　
　
　

小
原
幸
春

　
▼
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
【
地
域
整
備
課
長
】　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
澤
邦
章

▼
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
兼
産

業
振
興
係
長
【
総
務
課
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
】　
　
矢
部
玄
幸

▼
主
任
主
査
兼
企
画
振
興
係
長

兼
空
港
係
長
兼
商
工
観
光
係
長

【
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
兼
国

民
健
康
保
険
係
長
】　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
潤
一

▼
主
任
主
査
兼
固
定
資
産
係
長

【
主
任
主
査
兼
環
境
衛
生
係
長

兼
住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係

長
】　
　
　
　
　
　
　
溝
井
陳
彦

▼
環
境
衛
生
係
長
兼
住
民
係
長

兼
国
民
年
金
係
長
【
健
康
福
祉

課
主
査
】　
　
　
　
　
大
越
健
一

▼
主
査
【
議
会
事
務
局
主
査
】

　
　
　
　
　
　
　
　
駒
木
根
俊
彦

▼
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長

【
企
画
産
業
課
課
長
補
佐
兼
企

画
振
興
係
長
兼
空
港
係
長
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
針
敬
子

▼
主
任
主
査
兼
介
護
保
険
係
長

【
住
民
税
務
課
主
任
主
査
兼
固

定
資
産
係
長
】　
　
　
溝
井
康
夫

▼
主
任
主
査
兼
国
民
健
康
保
険

係
長
【
主
任
主
査
兼
介
護
保
険

係
長
】　
　
　
　
　
　
塩
田　

敦

▼
主
査
【
住
民
税
務
課
主
査
】

　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
孝
則

　
　
　
　

▼
課
長
【
教
育
課
長
】　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
子
貞
美

▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
兼
下
水
道
係
長
【
企
画
産
業

課
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
兼
産

業
振
興
係
長
】　
　
　
石
井
雅
夫

▼
主
任
主
査
兼
建
設
係
長
【
総

務
課
主
任
主
査
兼
生
活
安
全
係

長
】　
　
　
　
　
　
　
小
針
武
彦

▼
主
事
補
【
総
務
課
主
事
補
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
津　

香

▼
課
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
生

涯
学
習
係
長
【
玉
川
村
公
民
館

長
兼
玉
川
村
須
釜
公
民
館
長
、

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
長
、
玉

川
村
体
育
セ
ン
タ
ー
長
並
び
に

玉
川
村
民
体
育
館
長
】　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
吉
和

▼
主
査
【
健
康
福
祉
課
主
査
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
義
紀

▼
玉
川
村
公
民
館
長
兼
玉
川
村

須
釜
公
民
館
長
、
た
ま
か
わ
文

化
体
育
館
長
、
玉
川
村
体
育
セ

ン
タ
ー
長
並
び
に
玉
川
村
民
体

育
館
長
【
総
務
課
課
長
補
佐
兼

財
政
係
長
】　
　
　
　
塩
澤
理
博

▼
主
幹
兼
泉
保
育
所
長
【
健
康

福
祉
課
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉

係
長
】　
　
　
　
　
　
有
賀
明
美

▼
鈴
木
一
夫　

【
総
務
課
長
】
（
任
期
付
職

員
）

▼
小
針
敬
人

【
健
康
福
祉
課
政
策
主
幹
】

（
任
期
付
職
員
）

村議

村 職 員
人事異動

　２議席欠員となっていた村議会議員の補欠選
挙が４月19日に告示され、定員と同数の２名が
立候補し、その他に立候補者が無く、添田四郎
氏（76歳・小高）と飯島三郎氏（64歳・南須
釜）が無投票当選を果たしました。
　添田氏並びに飯島氏の任期は、平成24年３月
30日までとなります。 添　田　四　郎 氏

（76歳・小高）
飯　島　三　郎 氏
（64歳・南須釜）

監査委員に再任された
圓谷　信幸 氏

５月1日付【　】は前職名

総　
　

務　
　

課

企

画

産

業

課

住

民

税

務

課

地

域

整

備

課

議

会

事

務

局

泉

保

育

所

退
職
者

教

育

委

員

会

公

民

館

健

康

福

祉

課

〈
４
月
30
日
付
〉

　

村
の
監
査
委
員
に
圓
谷
信
幸

氏
（
川
辺
）
が
４
月
26
日
付
け

で
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
圓
谷
氏
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村長から祝い金を交付された溝井和正さん（小高：写真右）

　

平
成
22
年
度
下
半
期
の
新
生
児
祝
い
金

交
付
式
が
４
月
15
日
に
村
長
室
で
行
わ

れ
、
溝
井
和
正
さ
ん（
小
高
）、
國
井
崇
さ

ん（
小
高
）
に
石
森
村
長
か
ら
祝
い
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が

誕
生
し
た
方
に
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
祝
い
金
を
交
付
し
て
お
り
、
第
３

子
が
10
万
円
、
第
４
子
か
ら
は
20
万
円
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
該
当
者
は
す
べ
て
第
３
子
で
し

た
。

大
切
な
子
育
て
を
支
援
し
ま
す

新
生
児
誕
生
祝
い
金
を
交
付

　

４
月
30
日
、
埼
玉
県
の
戸
田
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
９
回
全
日
本

型
競
技
空
手
道
選
手
権
大
会
に
夫
婦
で
出

場
し
た
増
子
広
行
さ
ん
（
南
須
釜
）
が
、

一
般
男
子
の
部
で
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
妻
の
サ
ヤ
カ
さ
ん
も
５
位
と
な

り
、
東
日
本
大
震
災
や
放
射
性
物
質
の
風

評
被
害
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
前
向
き
に

前
進
を
続
け
る
福
島
県
の
力
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
組
み
手

と
型
競
技
の
各
部
門
に
全
国
各
地
か
ら
約

1
，0
0
0
人
が
出
場
し
、
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

増
子
さ
ん
、
空
手
全
国
で
３
位

全
日
本
型
競
技
空
手
道
選
手
権

冨岡教育長から各委員に委嘱状が交付

　４月20日、村の新しい体育指導委員22名へ委嘱状
が交付されました。
　体育指導委員は、各行政区から男女各１名ずつ選任
され、村教育委員会が委嘱し、任期は２年間で、村の
スポーツ振興などで活躍されます。
　なお、委員長に須田潤一さん（四辻新田）、副委員
長には村越重雄さん（岩法寺）、大野トキ子さん（南
須釜）がそれぞれ選出されました。

新体育指導委員に委嘱状
体育指導委員会委嘱状交付式

統監による通常点検

一糸乱れぬ堂々の分裂行進

　玉川村消防団恒例の平成23年度春季検閲式が５月
８日（日）、泉中学校校庭において行われました。　
　団員、婦人消防隊、関係者ら約300人が参加し、統
監（石森村長）による観閲、通常点検では各団員とも
整然とした隊列を編成し、点検に臨みました。
　また、式では、退職された団員などに感謝状を贈
り、長年の功績を称えました。
　受賞者は次のとおりです。

【敬称省略：（　）は地区】

■消防庁長官表彰（退職報償）

　・阿部善四郎（南須釜）　・小原久典（南須釜)
　・石井貞治（北須釜）　　・関根正彦（北須釜）
　・矢吹　正（北須釜）　　・矢吹将徳（吉）

■団長感謝状（退職分団長）

　・曲山博貴（川辺）　　　・安斎順一（蒜生）
　・石井隆士（小高）　　　・角田重成（中）
　・石森　誠（岩法寺）　　・佐藤信一（竜崎）
　・有賀弘幸（南須釜）　　・関根良仁（北須釜）
　・須釜吉彦（吉）　　　　・石森正敏（山小屋）
　・須田一雄（四辻新田）

士気の高さを披露
玉川村消防団春季検閲式

冨岡教育長に横断旗を手渡す宗形さん（左）

予選の型『撃砕小（ゲキサイショウ）』を演武する増子選手

　毎年村内の各小学校に横断旗を寄贈している郡山
市の新聞販売店経営・宗形浩さん（南須釜出身）が
４月25日、村教育委員会を訪れ「児童の交通安全に
役立ててください」と、冨岡教育長に横断旗を手渡
しました。
　贈られた横断旗150本と桜苗木５本は各学校に届
けられ、交通安全活動等に活用させていただきま
す。

“児童の交通安全を願って”
宗形さん横断旗寄贈

　今年度１回目の３歳児健診が、４月22日に保健センターで行われました。
　この中で、歯科検診の結果虫歯が１本もなかった、よい歯のこどもたち７人を
紹介します。

（　）は保護者名と地区名
僕
も
私
も

僕
も
私
も 

虫
歯
が
な
い
よ
！

虫
歯
が
な
い
よ
！

僕
も
私
も

僕
も
私
も 

虫
歯
が
な
い
よ
！

虫
歯
が
な
い
よ
！

僕
も
私
も 

虫
歯
が
な
い
よ
！小林　恵ちゃん

（英夫：竜崎）
野崎あおいちゃん
（智之：川辺）

髙橋杏奈ちゃん
（真：川辺）

七見陽菜ちゃん
（和宏：蒜生）

影山　蓮くん
（芳征：蒜生）

小林健汰くん
（和良：岩法寺）

矢吹結衣ちゃん
（稔：南須釜）
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新
し
き
衣
服
の
温
み
幼
子
を
賢
く
さ
せ
て
母
は
抱
け
り

う
さ
ぎ
ら
は
往
っ
た
道
を
引
き
返
す
あ
や
か
り
た
い
と
病
む
友
は
言
う

カ
ー
テ
ン
を
透
か
し
て
入
り
来
明
る
さ
は
雲
に
乗
り
た
る
十
五
夜
の
月

木
の
枝
に
林
檎
を
さ
し
て
待
て
る
日
の
午
後
は
小
鳥
も
来
て
啄
め
り

人
垣
に
見
守
ら
れ
つ
つ
進
み
来
る
花
嫁
に
差
す
一
条
の
光

今
だ
か
ら
話
せ
る
五
十
数
年
前
夫
と
恋
し
て
得
し
幸
せ
も

い
つ
し
か
に
人
は
老
い
ゆ
く
恍
惚
と
な
る
も
怖
れ
ず
生
き
た
く
思
う

日
溜
り
の
丘
に
ほ
つ
り
と
咲
き
初
め
し
梅
ふ
く
よ
か
な
香
り
を
放
つ

空
の
雲
銀
に
か
が
や
き
過
ぎ
し
日
の
思
い
出
一
つ
伝
え
て
く
る
も

怖
る
な
く
国
の
危
う
さ
伝
え
書
く
わ
が
ペ
ン
先
に
来
る
虫
一
つ

短

歌

詠

草

集

吉
田
ハ
ツ
子

小
針　

ミ
サ

草
野
ケ
サ
子

大
木　

淑
子

芳
賀
多
美
子

小
豆
畑
茂
登

小
木
紀
恵
子

板
橋　

幸
恵

須
藤　

洋
子

一

平

子

春

一

番

北

向

き

た

が

る

風

見

鶏

暖
か
や

声

ま

ろ
や
か
に
嬰
の
来

た
る

蕗
味
噌
や
よ
も

す
が
ら
降
り
雨
上
る

種

蒔

く

や

ラ

ヂ

オ

を

友
に
一
日

終

ゆ

春

の

雪

薄

暮

の

村

を

包

み

ゆ

く

点

滴

の

終

り

も

ど

か

し

春

時

雨

桜

満
つ
悲

喜
こ

も

ご

も
に
日
の
昇

り

仁
由
記

真
知

今
朝公

美
枝

仁
美

さ
る
な
し
俳
句
会
吟
詠

健康福祉課だより

＜受付時間＞午前7時30分～午前9時まで
【特定健診】40歳以上75歳未満の国保加入者
個人負担：1,000円（国保以外の方で、加入する保険者
が発行した受診券持参者は各会場で受診可能です。）

【一般健診】20歳～39歳の男女　自己負担1,000円
【結核検診（胸部レントゲン】65歳以上の男女　無料
【肺がん検診】①胸部レントゲン　40歳以上男女　無料
　　　　　　　②喀痰検査（喫煙者に限る）個人負担金　
　　　　　　　　1,000円
【胃がん検診】20歳以上男女　個人負担金1,000円
【大腸がん検診】20歳以上男女　個人負担金500円
【前立腺検査】50歳以上男性　個人負担金600円

村体育センター
岩法寺農構センター
北須釜生改センター
山小屋コミュニティセンター
（旧）四辻分校
吉集会所
川辺公民館
中生改ｾﾝﾀｰ
竜崎集会所

村民体育館

6月19日（日）
20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）
24日（金）
26日（日）
27日（月）
28日（火）
29日（水）
30日（木）

※社会保険の被扶養者で特定健診を希望される方は、加入する保険者が発行する受診
券と被保険者証を必ずご持参下さい。

【各種検診に関する問い合わせ先　村保健センター（☎３７－１０２４）】

（平成23年度）各種住民健診について

健診は病気の早期発見に有効です。自分のため、家族のために…
年に一度は必ず健診を受けましょう！
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総　務　課
　　　　５７－４６２１
住民税務課
　　　　５７－４６２２
　　　　５７－４６２４
健康福祉課
　　　　５７－４６２３
保健センター
　　　　３７－１０２４
会　計　室
　　　　５７－４６２５
地域整備課
　　　　５７－４６２６
　　　　５７－４６３１
企画産業課
　　　　５７－４６２７
　　　　５７－４６２９
農業委員会
　　　　５７－４６２８
議会事務局
　　　　５７－４６３０
教育委員会
　　　　５７－４６３３
公　民　館
（文化体育館）
　　　　５７－４６３２
須 釜 支 所
　　　　５７－２０６１

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

お知
 らせ

「
特
設
人
権
相
談
所
」の
開
設

に
つ
い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
相
談
委

員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
、

６
月
１
日
を
中
心
に
一
層
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権

擁
護
委
員
が
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
な
ど
が
あ
る
方
は
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
及
び
場
所
と
時
間

　

平
成
23
年
６
月
１
日
（
水
）

　

・
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

村
役
場
北
庁
舎
１
階
会
議
室

　

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　

玉
川
村
須
釜
公
民
館
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

玉
川
村
住
民
税
務
課
住
民
係

　

☎
０
２
４
７
│

５
７
│

４
６
２
４

東
日
本
大
震
災
無
料
電
話

　
　
　

法
律
相
談
に
つ
い
て

　

福
島
県
弁
護
士
会
は
、
被
災
さ

れ
た
方
に
対
す
る
法
的
支
援
の
た

め
、
被
災
者
を
対
象
と
す
る
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
時
間

　

平
日
の
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
番
号

　

☎
０
２
４
│
５
３
４
│

１
２
１
１

　

☎
０
２
４
│

９
２
５
│

６
５
１
１

　

☎
０
２
４
２
│

２
７
│

２
５
２
２

　

☎
０
２
４
６
│

２
５
│

０
４
５
５

※
か
か
り
に
く
い
場
合
は
、
支
援

弁
護
士
会
の
電
話
相
談
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
日
本
弁
護
士
連
合
会
等

・
相
談
日
時
：
平
日
の
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
ま
で

・
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
│

３
６
６
│

５
５
６

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
│

５
３
４
│

２
３
３
４

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
（
高

校
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

・
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

・
平
成
23
年
６
月
21
日（
火
）か
ら

　

６
月
28
日（
火
）
ま
で

▼
受
験
申
込
書
の
請
求

・
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
又
は
人
事
院
東

北
事
務
局

　

な
お
、
受
験
申
込
書
の
配
布

は
、
５
月
９
日
（
月
）
か
ら
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
│

２
２
１
│

２
０
２
２

・
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
│

２
６
３
│

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
３
６

平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防

注
射
（
集
合
注
射
）
の
延
期

に
つ
い
て

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、「
登

録
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
玉
川
村
の
狂

犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
は
例

年
５
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
た
め

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
施
時
期
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
の
診
療
施
設
で
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
た
場

合
は
、
役
場
住
民
税
務
課
で
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
を
交
付
い
た
し

ま
す
。

◆
料
金
に
つ
い
て

・
登
録
手
数
料
１
頭
３
，
０
０
０
円

・
注
射
料
金　

１
頭
２
，
５
５
０
円

・
注
射
済
票　
　
　
　
　

５
５
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

玉
川
村
住
民
税
務
課
環
境
衛
生
係

　

☎
０
２
４
７
│

５
７
│

４
６
２
４

～玉川村消防団春季検閲式より～
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～玉川村消防団春季検閲式より～

国民年金の保険料のお支払が困難なときは

「保険料免除制度」をご活用ください。

保
険
料
免
除
制
度
と
は

　　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の

全
額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
一
部
納
付

（
免
除
）
制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
期
間
は
、
申
請
し
た
年
度
の
七

月
か
ら
翌
年
の
六
月
分
ま
で
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
全
額
免
除
制
度

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
一
年
四
月
分
か
ら
の
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
の

年
金
額
の
二
分
の
一
（
平
成
二
一
年
三

月
分
ま
で
は
三
分
の
一
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
一
部
納
付（
免
除
）制
度

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の

年
金

一
部
を
納
付
、
残
り
の
保
険
料
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
三
種
類
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の
計
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
免
除
さ
れ
た
額
の
保
険
料
を

納
め
な
い
場
合
は
未
納
期
間
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
四
分
の
三
免
除

　

保
険
料
の
四
分
の
三
の
額
が
免
除
さ

れ
、
残
り
の
四
分
一
の
額
を
納
め
る
も

の
で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に

は
、
四
分
の
三
免
除
の
期
間
は
全
額
を

納
め
た
と
き
の
八
分
の
五
（
平
成
二
一

年
三
月
分
ま
で
は
二
分
の
一
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

●
二
分
の
一
免
除

　

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
、
残
り

の
半
額
を
納
め
る
も
の
で
す
。
将
来
年

金
を
受
け
と
る
と
き
に
は
、
半
額
免
除

の
期
間
は
全
額
を
納
め
た
と
き
の
八
分

の
六
（
平
成
二
一
年
三
月
分
ま
で
は
三

分
の
二
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
四
分
の
一
免
除

　

保
険
料
の
四
分
の
一
の
額
が
免
除
さ

れ
、
残
り
の
四
分
の
三
の
額
を
納
め
る

も
の
で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
と
る
と

き
に
は
、
四
分
の
一
免
除
の
期
間
は
全

額
を
納
め
た
と
き
の
八
分
の
七
（
平
成

二
一
年
三
月
分
ま
で
は
六
分
の
五
）
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

◆
免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本

人
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯
主
な
ど
の

前
年
所
得
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

基
準
を
超
え
て
い
て
も
災
害
、
失
業
、

事
業
の
廃
止
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
未
納
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

な
ど
が
必
要
で
す
が
、
上
記
の
他
に
も

添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で

も
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
上
記
の
免
除

制
度
を
は
じ
め
、
納
付
猶
予
や
納
付
特

例
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ
先

　

◇
玉
川
村
住
民
税
務
課

　
　

☎
０
２
４
７
│
５
７
│
４
６
２
４

　

◇
郡
山
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
４
│
９
３
２
│
３
４
３
４
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～須釜小交通安全鼓笛パレードより（５月13日）～

寄付ありがとうございます
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：４月届出分）
小 高

　 中 　

岩 法 寺

南 須 釜

　 吉 　

関 根 豊 政

永 林 　 誠

渡 辺 次 男

馬 上 　 肇

大和田　重　郎

有限会社　く　ぎ　や

様

様

様

様

様

様

おくやみ申し上げます

地区名 死　亡　者 世帯主名
川　辺　　　野　崎　友　一　　  和　彦

小　高　　　関　根　好　光　　  好　光

　中　　　　古　寺　福　喜　　  福　喜

岩法寺　　　渡　辺　順　子　　  次　男

　吉　　　　大和田　キヱ子　　  キヱ子

お誕生おめでとうございます
（４月届出分）

（４月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

蒜　生　　　影　山　梨衣咲　　  芳　征
竜　崎　　　橋　本　來　愛　　  一　朗

５月１日現在の村のようす （前月比）

2 , 0 2 2  戸
7 , 1 4 6  人
3 , 5 3 0  人
3 , 6 1 6  人

（＋ 0 戸 ）
（－2 4 人 ）
（－1 0 人 ）
（－1 4 人 ）

世帯数
人　口
　男
　女

　り　い　さ

く　れ　あ

　震災に関連した便乗商法や保証金詐欺などの悪質
商法の被害が発生しています。

☆今回、実際に発生した事例
●見知らぬ業者が訪れ「地震で瓦が落ちているので
修理が必要だ。すぐに屋根の修理工事をした方が
よい」と強引に勧誘され、契約したが解約したい。
●大きな余震があった後、「地震関連情報」とのタイ
トルのメールが届いた。クリックしたら、出会い
系サイトに登録され、法外な金額を請求された。

☆阪神淡路大震災の際にみられた悪質商法の事例
●「当面の生活費などを貸し出すので返済保証金を
入金してくれ」と保証金名目で入金させるが、貸
し出しは実行されない。
●「当社と被災家屋の修理契約をすれば、行政から
補助金が出る」などと虚偽の勧誘を行い、壊れた
住宅の屋根や壁の修理契約を勧誘する。

少しでも不審に思う場合は、すぐに契約を
せずに、下記へご相談ください。

◎問い合わせ先　消費者庁
　　　　　　　☎０３－３５０７－８８００

悪質商法にご注意ください！悪質商法にご注意ください！悪質商法にご注意ください！悪質商法にご注意ください！悪質商法にご注意ください！

　須釜中学校生徒会より４月21日、日本赤十字社福島
県支部玉川村分区へ東日本大震災の義援金が寄託され
ました。また、現在も村内外より多くの義援金が寄せ
られています。

草野副分区長へ義援金を手渡す須釜中生徒会のみなさん

東日本大震災義援金
◆震災に関連する悪質商法１１０番
　☎０１２０－２１４－８８８
・独立行政法人国民生活センターに相談窓
口を開設しました。

・開設日時：毎日10時～16時
　（土日祝日含む）
・対象地域：福島県、岩手県、宮城県

◆消費者ホットライン
　☎０５７０－０６４－３７０
・身近な自治体の消費生活相談窓口をご案
内しています。



広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　　総務課広報広聴係（57－4621）まで

この広報紙は適切に育まれた森から生まれた FSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。

村 県 民 税：第１期

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

資源ゴミ：西部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

月 火 水 木 金 土 日

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

(休医)添田医院
(石川町)

窓口延長 (元)ラージボール卓球
(9：30文体）

※スポーツサロン
　グラウンド、テニ
スコート、すぱー
く、文化体育館の
会員開放日です。
（非会員は氏名記
入有り）

この機会にぜひ、
スポーツに親しみ
ましょう。

※母子手帳交付日
　（毎週水曜日）

　　保健センター
　　☎37－1024

(元）３Ｂたいそう
(9：30文体）

９～10か月児健診
（12:45保セ）

１歳６か月児健診
（13:15保セ）

（元）ボディメイキング教室
（18：45トレーニング室）

（元）スポーツサロン
（13：00文体）

(休医)大竹眼科
(石川町)

（元）スポーツサロン
（13：00文体）

住民健診
（川辺公民館）

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

(元)３Ｂたいそう
(9:30文体)

住民健診
　　（吉集会所）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

住民健診
（旧四辻分校）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

住民健診
（玉川村民体育館）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

窓口延長

子ども手当支給日

窓口延長

３～４か月児健診
（13：30公立岩瀬病院）

窓口延長

住民健診
（山小屋コミュニティセンター）

ポリオ予防接種
（12：45保セ）

（元）バドミントン
（19：00文体）

いきいき教室
（11：00保セ）

すくすくクラブ
（10：00保セ）

(元）バドミントン
（19：00文体）

住民健診
（北須釜生活改善センター）

（元）バドミントン
（19：00文体）

住民健診
（竜崎集会所）

（元）バドミントン
（19：00文体）

住民健診
（岩法寺農構センター）

窓口延長

住民健診
（玉川村民体育館）

住民健診
（中生活改善センター）

（元）ボディメイキング教室
（18：45トレーニング室）

○（休医）・休日当番医
○（元）・・元気スポーツクラブ
○文体・・文化体育館
○クラブ・・文化体育館クラブハウス
○保セ・・保健センター
○文庫・・クックちゃん文庫
○村グ・・村民グラウンド
○就改・・就業改善センター
○須公・・須釜公民館

住民健診
（玉川村体育センター）

(休医)とりごえ整形外科
クリニック(石川町)

62011 June

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

不燃ゴミ：東部

　東日本大地震からちょうど２カ月となる５月11日（水）、
県内の被災地お見舞いのため、福島空港に天皇、皇后両陛下
が御着になりました。
　佐藤福島県知事をはじめ、須賀川市長らとともに石森村長
も両陛下のお出迎えをし、陛下からは、石森村長へ「玉川村
民のためによろしくお願いします」と励ましのお言葉があり
ました。

被災地お見舞いのため御来県被災地お見舞いのため御来県被災地お見舞いのため御来県

両陛下をお出迎えする石森村長（右）と須賀川市長

～特別機にて福島空港へ御着～
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